
 

 

 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

     

（
十
）
三
沢
村
と
秩
父
事
件 

 

三
沢
村
の
新
井
勘
五
郎
（
農
・
四
八
歳
、

罰
金
四
円
）
は
「
村
内
申
合
せ
」
に
よ
り
一

一
月
一
日
二
百
余
名
が
下
吉
田
椋
神
社
に
向

っ
た
と
述
べ
、
田
幡
市
五
郎
（
農
三
六
歳
・

罰
金
四
円
）
は
「
賊
」
に
加
わ
っ
た
人
数
は

「
反
町
嘉
平
・
女
部
田
梅
吉
他

村
内
二
百
有
余
人
」
と
言
っ
て

い
ま
す
（｢

農
民
裁
判
文
書｣

）。 

と
こ
ろ
が
「
暴
徒
人
員
」（
大

宮
郷
・
熊
谷
の
両
裁
判
所
で
同

年
一
二
月
三
〇
日
ま
で
に
処
断

を
受
け
た
人
数
）
は
一
三
人
、

｢

農
民
裁
判
文
書｣
に
名
前
が
見

え
る
の
は
二
九
人
。
そ
の
他
の

資
料
で
参
加
を
確
認
で
き
る
者

を
加
え
る
と
計
三
六
人
の
み
で

す
（
飯
島
積
「
三
沢
村
の
秩
父

事
件
と
女
部
田
梅
吉
」
は
四
三

人
）。三
沢
村
の
一
八
八
四
年
の

戸
数
は
二
八
九
戸
、
人
口
は
一

四
五
五
人
で
す
か
ら
参
加
人
員

／
戸
数
は
約
一
二
％
で
す
。
長

野
県
の
東
馬
流
で
困
民
軍
と
官

兵
と
の
戦
闘
が
あ
っ
た
一
日
前
の
一
一
月
八

日
、
四
人
の
警
察
官
が
三
沢
に
入
り
「
男
は

す
べ
て
家
の
中
に
居
ろ
、
居
な
い
者
は
暴
徒

と
看
做
す
」
と
い
う
「
暴
徒
狩
り
」
が
あ
り
、

こ
の
と
き
「
自
由
連
」
三
人
が
拘
引
さ
れ
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
粥
仁
田
峠
） 

********************************* 

（『
持
田
鹿
之
助
日
記
』）
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
二
〇
〇
人
と
二
九
人
、
な
い
し
三
六
人

の
差
は
気
に
な
り
ま
す
。 

三
沢
村
戸
長
大
浜
栄
作
の
息
子
慊
作

（
農
・
二
〇
歳
・
科
料
一
円
）
と
筆
生
（
助

役
）
の
関
根
新
三
郎
（
農
・
二
三
歳
・
科
料

一
円
）
が
一
一
月
三
日
曾
根
坂
峠
の
備
え
に

加
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
同
日
女
部
田
梅
吉
・

反
町
嘉
平
が
福
田
儀
作
他
村
内
数
十
名
を
率

い
て
下
小
川
陣
地
に
行
っ
た
と
の
反
町
嘉
平

へ
の
「
裁
判
言
渡
書
」、
田
幡
熊
次
郎
（
農
・

三
二
歳
・
罰
金
二
円
）
が
隣
家
田
幡
嘉
一
郎

の
暴
徒
か
ら
の
「
云
継
」
に
、
村
当
局
は
全

村
参
加
の
「
申
し
合
せ
」
を
し
た
か
、「
暴
徒
」

が
村
内
を
横
行
す
る
に
及
ん
で
「
容
認
」
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
一
月
一
九
日
付
大
浜
戸
長
の
吉
田
県
令
宛

報
告
書
は
、
三
日
、
女
部
田
梅
吉
ら
が
村
内

を
横
行
し
刀
剣
類
を
奪
っ
た
一
件
を
伝
え
る

の
み
で
、
自
村
民
を
庇
う
意
図
か
ら
か
暴
徒

参
加
人
員
に
は
触
れ
て
い
ま
せ
ん
。仮
に「
全

村
参
加
」
の
状
態
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
一
一

月
三
日
か
ら
四
日
に
機
能
し
た
下
小
川
橋
陣

地
の
備
え
と
し
て
の
曾
根
坂
峠
、
四
日
の
粥

仁
田
峠
の
戦
闘
に
関
係
し
て
い
た
と
想
像
さ

れ
ま
す
。 

参
加
人
名
に
な
い
家
の
曾
孫
の
方
が
「
家

の
曽
祖
父
は
秩
父
事
件
に
参
加
し
た
」
と
複

数
回
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
実
際
の
参

加
者
数
は
三
、
四
〇
人
よ
り
か
な
り
多
か
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

知
ら
れ
て
い
る
参
加
者
名
の
う
ち
、
金
屋

の
戦
い
に
参
加
し
重
傷
を
負
っ
た
鈴
木
綱
五

郎
（
農
・
三
三
歳
・
罰
金
五
円
）、
粥
仁
田
峠

の
戦
い
に
参
加
し
た
反
町
嘉
平
、
山
中
谷
ま

で
進
ん
だ
女
部
田
久
次
郎
（
農
・
五
一
歳
・

罰
金
二
円
五
〇
銭
）、
小
角
金
五
郎
（
農
・
四

五
歳
・
罰
金
二
円
）、
よ
り
参
加
し
て
い
る
こ

と
等
を
見
る
と
鈴
木
仙
吉
（
農
・
三
一
歳
・

罰
金
三
円
）、
田
幡
弥
十
郎
（
農
・
三
一 

 
 
 
 

（
粥
仁
田
地
蔵
） 

 
 
 

                   

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

歳
・
罰
金
三
円
）、
最
後
の
激
戦
地
東
馬
流
ま

で
行
っ
た
新
井
勘
五
郎
、
福
島
兼
吉
（
農
・

二
五
歳
・
罰
金
七
円
）
な
ど
は
秩
父
事
件
終

盤
ま
で
奮
闘
し
ま
し
た
。
秩
父
事
件
前
半
の

主
役
は
上
・
下
吉
田
村
お
よ
び
石
間
村
の

人
々
で
し
た
が
、
そ
の
終
盤
は
下
日
野
沢

村
・
金
尾
村
・
風
布
村
の
幾
人
も
が
主
役
に

な
っ
た
と
同
様
三
沢
村
の
人
た
ち
が
活
躍
し

た
こ
と
は
「
三
沢
村
の
秩
父
事
件
」
に
と
っ

て
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。 

 
 

紙 

智
子 

（
か
み 

と
も
こ
） 

伊
藤 

岳
（
い
と
う 

が
く
） 

「
消
費
税
増
税
は 

ス
ト
ッ
プ
で
き
ま
す
」 

「
原
発
再
稼
働
は 許

せ
ま
せ
ん
」 

 

日
本
共
産
党
参
議
院
議
員 

 
 

 
 

 
 

紙 

智
子 

 
 

日
本
共
産
党
埼
玉
県
常
任
委
員 

 
 

 
 

 
 

伊
藤 

岳 

新
米
議
員
の
ひ
と
り
ご
と 

常
山 

知
子 

 

東
京
大
空
襲
で
、
親
・
兄
弟
６
人
を

失
っ
た
海
老
名
香
葉
子
さ
ん
（
故
林
家

三
平
さ
ん
の
奥
さ
ん
）
の
悲
し
い
体
験

を
聞
き
ま
し
た
。 

 

小
学
校
５
年
生
だ
っ
た
香
葉
子
さ
ん

「
戦
争
は
悲
し
い
で
す
」
そ
う
語
り
始

め
ま
し
た
。
や
さ
し
い
お
母
さ
ん
の
思

い
出
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
家
族

の
た
め
に
働
き
ず
く
め
の
お
母
さ
ん
。 

 

〝
い
つ
も
笑
顔
で
い
る
ん
だ
よ
〟
と

一
人
疎
開
す
る
香
葉
子
さ
ん
に
、
き
れ

い
な
布
で
つ
く
っ
た
防
空
頭
巾
を
渡
し

て
く
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
家
族
を
奪
っ
た
３
月
１
０

日
、
や
さ
し
い
言
葉
か
ら
も
戦
争
へ
の

憎
し
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。「
戦
争
は

ダ
メ
で
す
」
と
。 

 

し
か
し
、
い
ま
憲
法
９
条
を
変
え
て

再
び
日
本
を
戦
争
が
で
き
る
国
に
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
人
が
、
首
相
に
な
り

ま
し
た
。 

 

憲
法
９
条
は
、
香
葉
子
さ
ん
の
家
族

の
よ
う
な
尊
い
命
の
犠
牲
の
上
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
す
。 

 

〝
憲
法
９
条
を
守
ろ
う
〟
の
声
を
大

き
く
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。 


